
創薬等ライフサイエンス研究支援基盤事業「ＢＩＮＤＳ」
知って、使って、進む　あなたの研究

顕著な成果

創
薬
手
法
、抗
体
開
発
、Ｎ
Ｋ
細
胞
制
御
…

今
後
の
新
展
開
に
期
待
集
ま
る

日本薬学会第年会特別企画
　創薬等ライフサイエンス研究支援基盤事業（ＢＩＮＤＳ）ワークショップ　

【日時：平成年３月日（月）　：～：】

会場：ホテル日航金沢「鶴の間Ｃ」　石川県金沢市本町２－－１　（ＪＲ金沢駅　兼六園口前）
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第１部　ＢＩＮＤＳ事業紹介

第２部　講演プログラム

クライオ電子顕微鏡ネットワーク構築
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（９） 第３６７１号第３種郵便物認可 ２０１８年（平成年）３月１６日（金曜日）（週　刊）

　創薬やライフサイエンス研究を支援する「創薬等先端技術支援基盤プラットフォー

ム（BINDS＝バインズ）」が、日本医療研究開発機構（AMED）の「創薬等ライフサ

イエンス研究支援基盤事業」の一環として平成年度から始まった。この事業では、

わが国の優れたライフサイエンス研究の成果を医薬品等の実用化につなげることを目

的として、放射光施設（SPring-8、Photon Factory）、クライオ電子顕微鏡、化合物ラ

イブラリー、次世代シーケンサーなどの大型ファシリティを整備・維持し、積極的な

外部開放（共用）を行う。また、構造解析、タンパク質生産、ケミカルシーズ・リー

ド探索、構造展開、ゲノミクス解析、インシリコスクリーニングなどの技術を有する

最先端研究者の支援により、外部研究者の研究推進を強力にバックアップする。この

事業は、５つのユニットから構成され、全７名のプログラムスーパーバイザー（ＰＳ）、

プログラムオフィサー（ＰＯ）がヘッドクォーター機能を担い、課題間・ユニット内

外での研究連携を図るなど、研究資金の効率的な活用と優れた成果創出を目指す。

　　　　　　URL：https://www.binds.jp/

E-mail:20-DDLSG-16@amed.go.jp

　創薬等ライフサイエンス研究支援基盤事業（BINDS）は、事業課題を担当する最先端研究者が外部研究者の
支援を行うというユニークな形式を持っています。
　日本薬学会第年会実行委員会のご協力を得て、BINDS事業をご紹介するワークショップを開催する運び
になりました。事業概要説明、「クライオ電子顕微鏡」、「膜タンパク質」、「天然化合物ライブラリー」な
ど、BINDS事業の支援と高度化についてご紹介します。

　
Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
ブ
ー
ス
を
日
本
薬
学
会
第
１

３
８
年
会
併
催
展
示
会
に
出
展
し
ま
す
。
ブ

ー
ス
で
は
Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
の
紹
介
を
し
て
い
ま

す
。
支
援
を
行
っ
て
い
る
研
究
者
に
直
接
相

談
で
き
る
時
間
も
あ
り
ま
す
。
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
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
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
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

◆
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
石
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県
立
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楽
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（
金
沢
市
）

お問い合わせ先：
創薬等先端技術支援基盤プラット
フォーム（BINDS）プラットフォ
ーム機能最適化ユニット支援オフ
ィス
〒－　東京都文京区弥生
１－１－１　東京大学大学院農学
生命科学研究科内
☎－－
E-mail:assist@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp

◆詳細はＨＰをご覧ください。
https://www.binds.jp/informations/vi
ew/20
◆参加希望の方は直接会場にお越
しください。

　：－：　オーガナイザー挨拶
　　　井上隆弘　AMED創薬戦略部医薬品研究課　課長

　：－：　BINDS概要説明「BINDS～知って、使って、進むあなたの研究」
　　　中村春木ＰＳ　大阪大学蛋白質研究所　所長
　　　近藤裕郷ＰＯ　医薬基盤・健康・栄養研究所　医薬基盤研究所　所長

　【座長】中川敦史　大阪大学蛋白質研究所　教授
　　　　　田之倉優　東京大学大学院農学生命科学研究科　特任教授

　：－：　基調講演
　　「小胞体ストレス応答の解析から創薬へ」
　　　森和俊　京都大学大学院理学研究科　教授

　：－：　構造解析ユニット　クライオ電顕セッション
　　「クライオ電子顕微鏡ネットワーク」
　　　千田俊哉　高エネルギー加速器研究機構　教授

　　「クライオ電子顕微鏡での．Å分解能解析～水分子の可視化～」
　　　岩崎憲治　大阪大学蛋白質研究所　准教授

　　「クライオ電子顕微鏡単粒子解析を利用した膜タンパク質複合体の構造研究」
　　　大嶋篤典　名古屋大学大学院創薬科学研究科　教授

　：－：　構造解析ユニット　タンパク質生産領域
　　「タンパク質生産と構造認識抗体を活用した膜タンパク質構造研究」
　　　岩田想　京都大学大学院医学系研究科　教授

　：－：　特別講演
　　「大村創薬グループにおける微生物創薬」
　　　砂塚敏明　北里大学北里生命科学研究所　教授

　近年、クライオ電子顕微鏡による近原子分解能解析技術が
急速に発達したことにより、それまで捉えることができなか
ったタンパク質や生体成分が可視化され、構造ダイナミクス
を含む構造解析研究が大きな進歩を果たした。
　AMED事業では、BINDSの前身のPDIS事業において、平成
年度末に大阪大学蛋白質研究所に、CMOSカメラ、ボルタ
位相板を有するハイエンドなクライオ電子顕微鏡を導入、
BINDSにおいて平成年度末に同クラスのクライオ電子顕微
鏡を東京大学や高エネルギー加速器研究機構に導入した。
　またBINDSでは、上記２拠点に加えて、クライオ電子顕微
鏡を保有している理化学研究所、名古屋大学、大阪大学、沖
縄科学技術大学院大学を中核とした「クライオ電子顕微鏡ネ
ットワーク」を構築、国内の有限なクライオ電子顕微鏡資源
の高効率的活用を図り、構造解析研究だけにとどまらず、創
薬研究、ライフサイエンス研究のさらなる発展に資すること
を目的に平成年度から稼働する予定にしている。

最適化ユニット支援オフィスによるアンケート調査結果
「BINDS報告会」にて報告

　
東
北
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
・
抗
体
創

薬
研
究
分
野
で
は
、
Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
お
い
て
、独
自
の
抗
体
作
製
技
術
を
用
い
、

あ
ら
ゆ
る
抗
体
関
連
支
援
と
高
度
化
研
究
を
実

施
し
て
い
る
。
全
国
の
研
究
者
か
ら
の
抗
体
作

製
や
抗
体
改
変
の
依
頼
は
多
種
多
様
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
抗
体
作
製
技
術
も
日
々
磨
く
必
要

が
あ
る
。
Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
支
援
の
中
で
脳
腫
瘍
の

研
究
者
か
ら
、
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
お
よ
び
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｘ
と

い
う
核
内
分
子
に
対
し
、
免
疫
組
織
染
色
で
高

感
度
に
検
出
す
る
抗
体
を
作
製
し
て
ほ
し
い
と

い
う
依
頼
を
受
け
た
。
作
製
し
た
抗
体
は
、
全

国
の
脳
腫
瘍
病
理
医
に
無
償
分
譲
し
、
有
効
活

用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
東
北
大
学
・
加
藤

研
究
室
の
独
自
の
抗
体
バ
ン
ク
に
登
録
し
、
随

時
、
分
譲
依
頼
に
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
論

文
投
稿
後
は
、
企
業
か
ら
販
売
の
打
診
が
あ
る

場
合
も
多
く
、
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
お
よ
び
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｘ
に

対
す
る
特
異
的
抗
体
に
つ
い
て
も
、
米
国
の
Ｂ

ｉ
ｏ
Ｌ
ｅ
ｇ
ｅ
ｎ
ｄ
社
と
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を

し
て
い
る
。
こ
の
一
連
の
活
動
に
よ
り
、
Ｂ
Ｉ

Ｎ
Ｄ
Ｓ
で
開
発
し
た
抗
体
が
、
日
本
だ
け
で
な

く
世
界
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。東
北
大
学
で
は
、

今
後
も
診
断
・
治
療
に
有
用
な
抗
体
開
発
を
続

け
て
い
く
と
い
う
。

　
　
　
　

▼
　
　
▼
　
　
▼

　
理
化
学
研
究
所
の
堀
哲
哉
専
任
研
究
員
、
横

山
茂
之
上
席
研
究
員
ら
は
、
利
用
者
支
援
と
し

て
、
Ｇ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
一
種
で
あ
る
ロ
イ
コ
ト
リ
エ

ン
Ｂ
４
受
容
体
（
Ｂ
Ｌ
Ｔ
１
）
と
ベ
ー
リ
ン
ガ

ー
イ
ン
ゲ
ル
ハ
イ
ム
社
の
拮
抗
薬
Ｂ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
２

６
０
の
結
合
状
態
の
構
造
解
析
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
Ｂ
Ｌ
Ｔ
１
を
突
き
刺
す
よ
う
に
Ｂ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

２
６
０
が
結
合
し
て
い
た
。
Ｂ
Ｌ
Ｔ
１
の
中
心

部
分
に
結
合
し
て
い
た
の
は
、
ベ
ン
ズ
ア
ミ
ジ

ン
基
だ
。
Ｇ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
大
半
を
占
め
る
ク
ラ
ス

Ａ
で
は
、
Ｎ
ａ
イ
オ
ン
が
濃
い
と
不
活
性
傾
向

で
、
薄
い
と
活
性
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
Ｇ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
中
心
に
は
、
不

活
性
状
態
の
時
に
は
Ｎ
ａ
イ
オ
ン
と
水
分
子
が

入
っ
て
い
て
、
そ
の
場
所
の
構
造
は
ク
ラ
ス
Ａ

で
高
度
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、
Ｇ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
が
活

性
化
す
る
際
に
外
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
Ｎ
ａ
イ
オ
ン
と
水
分
子
の
結
合
す
る
べ
き

場
所
に
、
ベ
ン
ズ
ア
ミ
ジ
ン
基
が
結
合
し
て
い

た
。
つ
ま
り
、
ベ
ン
ズ
ア
ミ
ジ
ン
基
が
ク
ラ
ス

Ａ
の
Ｇ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
活
性
化
能
を
低
下
さ
せ
る
一
般

的
な
「
鍵
」
と
な
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
た
。
ベ

ン
ズ
ア
ミ
ジ
ン
基
に
隣
接
す
る
リ
ガ
ン
ド
結
合

部
位
の
ア
ミ
ノ
酸
配
列
は
各
Ｇ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
に
固
有

で
あ
る
た
め
、
ベ
ン
ズ
ア
ミ
ジ
ン
基
を
活
性
抑

制
基
に
し
て
、
他
の
部
位
を
特
異
的
結
合
を
担

う
低
分
子
化
合
物
に
す
れ
ば
、
各
Ｇ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
に

特
異
的
な
逆
作
動
薬
に
な
る
。
創
薬
の
ア
プ
ロ

ー
チ
を
大
き
く
変
え
る
発
見
だ
。

　
　
　
　

▼
　
　
▼
　
　
▼

　
北
海
道
大
学
大
学
院
薬
学
研
究
院
生
体
分
子

機
能
学
研
究
室
・
創
薬
科
学
研
究
教
育
セ
ン
タ

ー
の
前
仲
勝
実
教
授
ら
は
、
ア
イ
バ
イ
オ
ズ
㈱

と
新
規
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
抗
体
医
薬
品

の
開
発
を
目
指
し
た
共
同
研
究
を
開
始
し
た
。

ガ
ン
、
感
染
症
、
移
植
時
拒
絶
反
応
、
自
己
免

疫
疾
患
な
ど
の
制
御
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す

免
疫
系
細
胞
の
一
つ
で
あ
る
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ

ー
（
Ｎ
Ｋ
）
細
胞
の
表
面
に
は
、
Ｋ
Ｉ
Ｒ
と
い

う
受
容
体
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
存
在
す
る
。
Ｋ
Ｉ
Ｒ

フ
ァ
ミ
リ
ー
は
多
く
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
持

ち
、「
抑
制
型
」と「
活
性
型
」が
存
在
す
る
。

Ｎ
Ｋ
細
胞
は
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
利
用
し
て
異
常

な
細
胞
な
ど
を
見
つ
け
、除
去
す
る
。し
か
し
、

Ｋ
Ｉ
Ｒ
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
細
胞
外
ド
メ
イ
ン
の
形

が
似
て
い
る
た
め
、
特
定
の
Ｋ
Ｉ
Ｒ
に
対
す
る

特
異
性
の
高
い
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
抗
体

の
作
製
は
困
難
で
あ
っ
た
。
今
回
、
前
仲
教
授

ら
は
、
活
性
型
Ｋ
Ｉ
Ｒ
の
一
つ
で
あ
る
Ｋ
Ｉ
Ｒ

２
Ｄ
Ｓ
１
特
異
的
抗
体
の
作
製
に
成
功
し
、
こ

れ
ら
の
抗
体
を
用
い
た
Ｎ
Ｋ
細
胞
制
御
を
目
的

と
し
て
、
共
同
研
究
を
開
始
し
た
。

　審査から承認までが驚くほど迅速で、研究が滞る
ことなく進みそうで非常に満足している。また、放
射光ビームタイム支援の予約システムが確立されて
おり、タイムラグなく実験を進めることができるこ
とから、自身の研究が加速することは間違いない。
このプロジェクトの長期的な継続を期待している。

　　AMED創薬戦略部医薬品研究課、創薬企画・評価課


